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はじめに

本校の情報センターには unixワークステーション

が設置されており，学生実験，卒業研究，教官研究等

に広く利用されている。しかし， GKS(Graphic 

Kernel System) と呼ばれるグラフィックライブラ

リがインストールされているにも関わらず，計算結果

をグラフ化するというような利用方法がほとんどされ

ていないのが現状である。この要因として，

(1) GKSの利用法法が難解である

(2)マニュアルが英語である

(3) GKSの解説書が少ない

(4)サンプルプログラムがない

といった点があげられる。

GKSや Xライブラリの知識を必要とせず， BASIC

言語のグラフィックコマンドを使用するような感覚で，

グラフィックプログラミングが作成できれば，学生実

験や卒業研究等での利用に大変有益であると考える。

本稿では， unixワークステーション上で容易にグ

ラフィックプログラミングを可能とする簡易グラフィッ

クライブラリを作成したので報告する。

2 グラフィックライブラリの構成

GKSを利用してプログラムを作成する場合，ユー

ザープログラムから GKSのサブルーチンを直接呼び

出すのであるが，これらを利用するためにはかなりの

知識と経験が必要となる。このため，学生実験などで

限られた時間内にグラフィックプログラムを作成する

のは困難である。今回作成した簡易グラフィックライ

ブラリは図 lに示すように GKSとユーザプログラ

ムとの間に位置するもので，ユーザは GKSの知識を

必要とせず，非常に簡単なサブルーチン呼び出しでグ

ラフィックプログラミングを可能にするというもので

ある。このグラフィックライブラリは GKSを基にし

ている。ここで簡単に GKSの特徴をあげておく。

GKSは1985年にISOの国際規格に定められた 2次元

のグラフィックシステムで次のような特徴を持つ。

(1)仮想装置による装置独立性の保証

(2)メタファイルによる共通の図形保存

(3)モデリング変換と視野変換の分離

(4)ワークステーションの概念によってグラフィッ

クス装置を統一的に管理する

(5)コンピュータ言語での表現も統一して，プロ

グラムの可搬性を保証

(6)機能を水準（レベル）化して，プログラムの

可搬性を高めている

しかし， GKSのライブラリ関数を使用してグラフィッ

クプログラムを組むためには，かなりの知識と経験を

要する。これらのグラフィック機能を，学生実験や卒

業研究等で簡単に利用できるようにするため，つぎの

ような点に考慮して，グラフィックライブラリを作成

した。

(1)使用対象者をはっきりさせる

(2)関数名を単純にする

(3)関数の機能を理解しやすくする

(4)使用方法を単純化する

(1)については，使用対象者をはっきりしておくこ

とで，関数の機能を絞り込むことができ，全体的に統

ーされるという利点がある。今回は本校の電子制御工

学科の 2学年時に行われる C言語の授業（年間 60時

間）と同程度の知識を持つ者の利用を想定した。配列
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と簡単なポインタの知識があれば十分利用可能である。

(2)については，関数の名前を単純にし，ユーザが

すぐ思いつくようなものにした。具体的には BASIC

言語にある ようなコマンド名を参考にし，それらに該

当しないものについては名前から機能を連想できるよ

うなものにした。 (3)については， GKSでは低レベ

ルの関数があり，複数の関数を組み合わせて初めて機

能するようなものがある。今回作成した関数は，基本

的には 1つの関数で 1つの機能が実行できるような高

機能なものにし，ユーザが使いやすいように考慮した。

(4)については，簡便さを第一に考え，汎用性は多

少犠牲になるが機能を限定させた。こうすることによっ

て，引数を少なくすることができ，ユーザ側からは利

用しやすくなる。

●使用機器

ワークステーション ：東芝AS4050FGX

CPU : SPARC 

メモリー ： 32MB 

OS : AS/OS ver4.1.3 

x端末 ：高岳製作所XMiNT

CPU : 68030 

メモリー ： 8MB 

ユーザプログラム

●グラフィック関数

今回作成したグラフィックライブラリは制御，描画，

入力，セグメント，その他の 5つの機能に分かれてお

り，制御関数6'描画関数12,入力関数4,セグメン

ト関数9,その他3の合計33の関数から構成されて

いる。表 1に今回作成した関数群の一覧表を示す。

●ライブラリファイル "libglib.a"について

作成したグラフィック関数をすべてコンパイルし，

オブジェクトファイルにした後， unixコマンドであ

るarコマンドおよびranlibコマンドを用いてアーカ

イブファイル "libglib.a"を作成し，これをライプラ

リファイルとする。

●ヘッダファイル "glib.h"について

今回作成したグラフィックライプラリを使用する場

合，プログラム先頭においてヘッダファイル "glib.h"

をインクルードしなければならない。このヘッダファ

イルでは，グラフィックライブラリ "libglib.a"内で

使用している関数のプロトタイプ宣言を行っている。

またグラフィックライプラリ関数で使用している定数

の定義用のヘッダファイル "def.h"および， GKSを

使用するためのヘッダファイル "ansicgks"のインク

ルードも行っている。

●定数定義ファイル "def.h"について

ヘッダファイル "def.h"は，グラフィックライブラ

リ関数で使用する定数の定義を行っている。このヘッ

ダファイルは，先に述べたヘッダファイル "glib.h"

から参照されるようになっているので，ユーザは特に

意識する必要はない。

●グラフィックライブラリの使用方法

グラフィックライプラリを使用する場合，プログラ

ムの先頭で必ずヘッダファイル "glib.h"をインクルー

ドする必要がある。その後，グラフィック関数の使用

開始のための準備をする "gstart()"関数を呼び出し，

必要なグラフィック処理を行い，最後にグラフィック

関数の使用終了手続きを行う "gstop()"関数を呼び

出す。

#i.nclude <Stdi.o.h> 

main() 

図1 簡易グラフィックライブラリの位置付け ｛ 
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表1 グラフィック関数一覧表

gstart(xmi.n,ymi.n,xmax,ymax,rate); 

グラフィック関数呼び出し

gstop(); 

史 art

gstop 

gconsole 

gcomment 

グラフィック関数の使用開始宣言

グラフィック関数の終了宜言

画面のモード変更

｝
 

●コンパイルの方法

グラフィックライブラリを使用したソースプログラ

ムをコンパイルするときは "gc"コマンドを使用する。

gc ソースファイル名

と入力するとソースプログラムのコンパイル，リンク

が自動的に行われ，実行ファイルが作成される。 "gc"

コマンドはつぎのようなシェルスクリプトになってい

る。

gels 画面の消去

gpset 点の描画

gline 線の描画 1

glines 線の描画2

gbox 長方形の描画

gcircle 円，楕円の描画

garc 扇形の描画

glineset 線の設定

gmarkerset 点の属性設定

gtextput 文字列の描画

gtextset 文字の設定1

gtextloc 文字の設定2

gvinput 数値の入力

gcinput 文字列の入力

glinput 座標値の取得

Cコンバイラ I I gsegopen セグメントのオープン

gsegclose セグメントのクローズ

gsegdel セグメントの削除

gsegrename セグメント番号の変更

gsegredraw セグメントの再表示

gsegscale セグメントの拡大・縮小

gtranroll セグメントの回転

gtranshift セグメントの直行座標移動

セグメントの可視／不可視設定

gsave グラフィックのセープ

gload グラフィックのロード

gprintout グラフィックのプリンタ出力

図2 プログラム作成の流れ
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cc -I$GKSDIR/ . ./ .. /i.nclude 

-I$0PENWINHOME/i.nclude 

-I/usr/local/graphi.c/i.nclude 

ソースファイ ル名.c-0実行ファ イル名

-L$0PENWINHOME/li.b 

-L$GKSDIR/ .. -L/usr/local/graphi.c/1 i.b 

-lgli.b -lgks -lxvi.ew -lolgx -lXll -lm -lmle 

gstop(); 

｝
 

I 

（例2)Y = 0.5X, y = X冗 y= erのグラフを描く。

/* exZ.c */ 

#include <stdio.h> 

#include <stdhb.h> 

#include <glib.h> 

3 プログラム例

ここで実際に，今回作成 したグラフィックライブラ mai.n() 

リを使用 したプログラム例をいくつか紹介する。 ｛ 

i.nt i. ・ 

（例1)GKSウイン ドウを開いて座標軸のみを 出力

する。

/* exl. c */ 

#include <stdio.h> 

#include <stdlib.h> 

#include <glib.h> 

main() 

｛ 

gstart(-100.0,100.0,100.0,100.0,_AUTO); 

gcoord(_ON,10.0,10.0,5,5); 

gcomment("Already open GKS window."); 

r区｝ as , 111111111 tr匹

60 

-・・ 0 0 ●0 

゜
-80 

回 REDR心

.,,...., 11111〇瓢S●lndol. 
J 

図3 例 1の実行画面

double x_sqrt[50],y_sqrt[50]; 

double x_exp[100],y_exp[l00]; 

double x_pro[ll], y_pro[ll]; 

double x1=0.0,x2=-5.0,a=0.5; 

／＊配列に計算値を代入＊／

for(1=0; 1<50; 1++){ 

x_sqrt[1]=xl; 

y_sqrt[1]=sqrt(xl); 

xl += 0.1; 

｝ 

for(1=0; 1<100; 1++){ 

x_exp[1]=xZ; 

y_exp[1]=exp(xZ); 

xZ += 0.1; 

｝ 

for(1=0; 1<11; 1++){ 

x_pro[1]=(double)1-5.0; 

y_pro[1]=a*x_pro[1]; 

｝ 

／＊グラフの作成 ＊／ 

gstart(-5. 0, -5 .0, 5 .0, 5 .0, 1.0); 

／＊座標軸 ＊／

gcoord(_ON, 1. 0, 1. 0, 5, S); 

／＊べき乗のグラフ ＊／

gl1nes(x_sqrt,y_sqrt,50,_LINE); 

／＊指数のグラ フ ＊／

gl1nes(x_exp,y_exp,100,_LINE); 

／＊比例グラフ＊／

gmarkerset(_CIR,1.0); 

gl1nes(x_pro,y_pro,ll,_BOTH); 

gcomment("Completion draw pr1m1hve."); 

gstop(); 

｝
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区l 〇.,-,.. u只真

-4 

-2 

→ 

巨 ,m,心

""""I● tllNI會“”’●ltlft. 

図4 例2の実行画面

（例 3)ユーザの選択により，線，文字，箱，円，扇

形を描いたり ，消去を行う 。

/* ex3.c */ 

#i.nclude <stdi.o.h> 

#i.nclude <stdli.b.h> 

#i.nclude <gli.b.h> 

main() 

｛ 

int choice; 

int dev=l; 

int alts=?; 

static char *strings[]={ "circle" , 
ヽヽline" , 
ヽヽ " text ， 
ヽヽbox" , 
ヽヽ " arc ， 
"cls" , 
ヽヽbye"}; 

gstart(-100.0,-100.0,100.0,100.0, 

_AUTO); 

gcoord(_ON,10.0,10.0,5,5); 

gcomment("Please choi.ce botton"); 

choi.ce=gchoi.ce(dev,alts,stri.ngs); 

whi.1e(choi.ce!=7){ 

swi.tch(choi.ce){ 

case 1: /*円 ＊／

gci.rcle(60 .0, 60.0, 15. 0, 1. 0,_SOLD); 

break; 

case Z: /*線 ＊／

gli.ne(-45.0,-45.0,65.0,20.0); 

break; 

case 3: /*テキスト ＊／

gtextset(3,6.0,1.0,1.0); 

gtextput(0.0,-5.0," message"); 

case 4: /*箱＊／

gbox(0.0,0.0,50.0,50.0,_HOLLOW); 

break; 

case 5: /*扇形 ＊／

garc(0.0,0.0,50.0,0.0,90.0,1.0,1, 

_SOLD); 

break; 

case 6: /*画面消去 ＊／

gels(); 

bcoord(_ON,10.0,10.0,5,5); 

break; 

case 7: /*終了 ＊／

break; 

｝ 

choi.ce=gchoi.ce(dev,alts,stri.ngs); 

｝ 

gstop(); 

｝
 

4 むすび

今回，ワークステーション用の簡易グラフィックラ

イブラリを作成したことにより，以前に比べ，初心者

にと ってグラフ ィックプログラムが書きやすくなった

と考える。基本的なC言語の知識だけで実験データの

グラフ化等が可能である。今後，ワークステーション

の有効活用の手段の 1つとなることを期待する。

最後に，本研究にあたり多大な御協力を頂いた本校

電子制御工学科平成8年卒業の諸裕之君ならびに吉田

孝平君に感謝いたします。
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回 ID 11,_ fer匹 区l as● ,_  Tr US(II 

50 50 

-DO o.o 50 -50 

-&O -50 

(!) (~Cle 巨 crcle

II-,._d鴫1matt111 "-.... , .. 11111.0n 

(a) 実行直後 (b) 円と線を選択

巴l m,1n麟If雷 USEI 区l
ID● ,_  far USfJI 

-DO -DO 

-so -eo 

回 clrdo 回 c~cl●

,._a.,m11tt111 "-... , .. i.n .. 

(C) 円，扇形，テキスト選択 (d) すべてを選択

図5 例 3の実行画面

-150-



ワークステーション用簡易グラフィックライプラリの作成

参考文献

(1)ルシア・マッケイ著，松本箕理訳．永塚匡編：

GKS入門ー GKS PRIMER-, ノ

バ・グラフィックス・ジャバン（株）

(2)鈴木陽一：初めて学ぶ GKS一国際標準コ

ンピュータグラフィックスことはじめ一，共立

出版

(3)岡田清，辻満夫： GPLOTの使い方．長岡

高専情報処理センタ ー

(3)金野茂男：グラフィックサプルーチン解説書，

小山高専情報科学研究センター

(4)坂本文： UNIXツール・ガイドブック．共

立出版

(5)平林雅英： ANS I C言語辞典．技術評論

社

（受理年月日 1996年 9月26日）

-151-



小山工業高等専門学校研究紀要 No.29 

-152-


